
農林中金総合研究所

地場の食品産業と連携した取組事例調査

愛知県知多地域におけるＪＡあいち知多とＪＡグループ会社の

農畜産物加工センターを核とした地場野菜供給の事例
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１．加工センターの野菜調達と加工品販売の概要
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２．取引の流れ

農畜産物加工ｾﾝﾀｰ
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３．地産地消や加工センター経由によるメリット

•ＪＡ特販課による買取
であるため、売上の見
通しがたつ
•少量生産の品目でも
安定した取引が可能
•市場出荷に比べて規
格の幅がゆるやか
•コンテナ出荷であるた
め、袋詰等の作業の手
間が省ける

•カット済みを仕入れる
ことにより労務費、水道
光熱費が削減可能
•ゴミの削減が可能（空
港のゴミ処理費用は大
きい）

農畜産物
加工ｾﾝﾀｰ
を経由する
ことのメリッ
ト

•安全・安心
•消費者にアピールでき
る

地産地消
のメリット

生産者実需者
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４．農畜産物加工センター設立の経緯

消費段階まで責任をもった販売事業の展開

①ＪＡと（株）げんきの郷の考え方が一致

葬儀用仕出事業の安定した需要と経営基盤

②安定した経営基盤の継承

中部国際空港の開港による関連需要の創出

③新たなビジネス・チャンス
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５．取引開始時のポイント（１）必要な仕組み

本事例での対応
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５．取引開始時のポイント（２）代金回収リスク

ＪＡによる直接販売を制約する一般的要因
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５．取引開始時のポイント（３）天候変動対応

ＪＡによる直接販売を制約する一般的要因

本事例での対応

契約取引を拡大できない

天候変動による仕入の不安定

計画的な
栽培契約

複数の
卸売市場
関係者
と取引

過去の
出荷データに
基づき
取引先と商談

姉妹ＪＡを
通じて
生産委託

取引先の信頼確保

JAの
集荷品で
柔軟に対応
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６．取引が継続しているポイント

ＪＡまたはｸﾞﾙｰﾌﾟ会社での加工事業を制約する一般的要因

原価高により経営を圧迫

安全・安心の面で他業者と差別化

本事例での対応

販売面で価格競争を回避

①再生産価格で生産者から仕入

電解水
洗浄
ﾄﾚｰｻ
ﾋﾞﾘﾃｨ

姉妹ＪＡを
通じた
生産委託

作業効率･歩留の低下

加工センターの
規格に合うものを
生産してもらう

②規格のバラツキ

残留
農薬
検査
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７．外食業者等のニーズ・要望への対応

外食業者等のニーズ・要望

加工センターを
含めて
ＪＡ自らが
卸売・物流機能

本事例での
対応 加工ｾﾝﾀｰの営業担当者が実需者から要望受け

JA特販課が
生産者に
規格､基準を
指導

①産地の
見えるものを
要望

②新たな作付けを伴う要望
（期間、品目、規格など）

各地域の営農LAが
生産誘導・技術指導

加工ｾﾝﾀｰからＪＡ特販課に伝達

特販課から
各地域の営農LAに伝達

JA特販課が
生産者と
買取交渉
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８．今後の展開

実需者からの個別注文に対応した生産の拡大

共販では対応で
きない出荷要望

産地の状況

今までは
共販品目を大規模に生産

多品目の生産に
長期、安定出荷に≪今後≫

実需者の個別注文を
受けて生産者に提案
（注文を受けて作る）

高齢化とともに

個別注文を受けやすい
体制になりつつある

作型
品目
規格

≪現状≫
共販品から分荷
（産地化されている
ものを売る）

実需者


